
台湾師範大学 交換留学 月例報告書（2023 年 2 月） 
国際文化学科 4 年 

匂坂朱里 
〇ご挨拶 
你好！国際文化学科 4 年の匂坂朱里です。 
2 月から台湾にて留学が始まり、慣れない生活に奮闘しつつ楽しく過ごしています。 
私の他に 3 人の学生と交換留学をしているため、この月例報告書では私なりの視点から感
じたことや気づいたことを報告したいと考えております。 
 
＜ビザ申請―いきなりのトラブルー＞ 
台湾の大学側の対応の遅さはここから始まりました。 
本来は 1 か月以上前にビザを手にいれたかったのですが、ビザ申請に必要な台湾師範大学
から送られてくる入学許可証が 1 か月前に送られてきました。ようやく書類がそろっても、
台北駐日経済文化代表処横浜分処でのビザ申請の予約が 2 週間先になりました。更に発行
に 1 週間かかり、手元に届いたのは出国 1 週間前でした。 
これが台湾タイムなのかと思い知らされました。 
 
＜寮－I can’t speak English－＞ 
私は大学の寮に住んでいます。4 人部屋で私の他に日本人とドイツ人とフランス人の留学生
と共に暮らしています。留学生は日本人も多いですが、ヨーロッパ系の人も多くいるため、
基本的に寮では英語で話します。部屋でも英語が飛び交っており、英語ができない私はなか
なか会話に入れません。今のところ笑顔と「yeah！」で乗り切っています。もっとルームメ
イトとお話したいので、絶賛英語の勉強中です。 
 
＜動物＞ 
台北は都会にも関わらず、多くの動物を見ることができます。南国の鳥が鳴いており、いつ
でも花鳥園に来たような気分になります。また猫、リス、ネズミなども街を歩いているとみ
ることができます。台南には野犬もいるそうで、日本のように捕まえるというよりは猫のよ
うに野生のままにしておくという考えの人もいるそうです。台湾人は、自然を管理するとい
うより自然と共に生きるという考え方であるのかもしれないと思いました。 



＜食事＞ 
大学の近くや寮の近くに夜市があり、そこで買って食べることが多いです。屋台で買うと一
食 50～100 元（200～400 円）で食べることができます。炭水化物や肉ばかりになってしま
うので、POKE というハワイアン料理で野菜を一気に接種しています。気をつけなければ
いけないことは、八角が入っている料理です。肉の臭みを消すために使われ、独特な味をし
ているため好き嫌いが分かれます。私は嫌いなので肉料理を選ぶ際は、慎重を要します。 

←日本料理は大人気。台
湾の物価からすると高い
ため、家族づれではなく
カップルのデートで来る
ところといった感じがした

←忘れもしない八角の味がして食べ
られなかった料理 
ビーフンと肉のスープと青菜炒め

POKE→ 
野菜接種に必要
不可欠 

←豆花（トーフ
ァー） 
日本でも徐々に
人気が出てきて
いる台湾お豆腐
スイーツ。一番
のお気に入り

↑スタバ 
頑張った日に飲む栄養ドリンク 
期間限定の桜抹茶ラテ 




